
名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計シンポジウム

「タンデトロン加速器質量分析計を用いた１４Ｃ年代測定利用による
地質学・地理学的研究の新展開」

シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 の 主 旨
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名古屋大学にタンデトロン加速器質量分析計が導入され，１９８３年９月に１４Ｃの測
定 を 開 始 して 約 ９ 年 経 過 し た ． こ の 問 ， １ ４ Ｃ を ト レ ー サ ー と し た 環 境 １ ４ Ｃ 濃 度 分 布
に 関 す る 研 究 ， お よ び さ ま ざ ま な 環 境 試 料 の １ ４ Ｃ 年 代 測 定 が 行 わ れ ， 学 内 共 同 利 用
施 設 と し て 研 究 ・ 教 育 に 利 用 さ れ て き た ． 現 在 ま で の 共 同 利 用 と し て ， １ ４ Ｃ 年 代 測
定 で は 地 質 学 ， 堆 積 学 ， 海 洋 学 ， 地 震 学 ， 雪 氷 学 ， 水 理 学 ， 考 古 学 ， 人 類 学 な ど
の 分 野 に ， ま た 環 境 １ ４ Ｃ 濃 度 測 定 で は 地 球 化 学 ， 環 境 科 学 ， 海 洋 科 学 ， 木 材 科 学 ，
保 健 物 理 学 な ど の 分 野 で 利 用 さ れ て い る ． そ れ ら の 成 果 の 一 部 は ， 名 古 屋 大 学 加
速器質量分析計業績報告書Ｉ（１９８９），同報告書Ｈ（１９９１），同報告書ｍ（１Ｈ２）
で 紹 介 さ れて い る ．

タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 の 特 徴 を 挙 げ る と ，
（ ａ ） ご く 少 量 の 炭 素 試 料 で 測 定 が 可 能 で あ る ． す な わ ち 分 析 計 に 用 い る 最 終 段 階 で ，

炭素として０．２～５ｍｇあればよい．
（ ｂ ） ご く 低 濃 度 ま で ， す な わ ち 古 い 年 代 の 測 定 が 可 能 で あ る ． 約 ６ 万 年 前 ま で 測 定

できる．
（ｃ）測定に要する時間が，１試料あたり２～３時間と短い．
（ ｄ ） 測 定 精 度 は ， 濃 度 の 高 い 試 料 で ± １ ％ ， 年 代 測 定 で は ± ８ ０ 年 程 度 で あ る ． 古 い 年

代 の 試 料 で は 誤 差 は も っ と 大 き く な る が ， ３ 万 年 前 を 越 え る 年 代 に つ い て は ，
従 来 の 放 射 能 測 定 法 よ り 正 確 度 が 高 い ．

な ど で あ る ． 特 に （ ａ ） と （ ｂ ） の 特 徴 に つ いて は ， 図 １ に 示 すよ う に ， 従 来 の 放 射 能
測 定 法 で は 解 析 不 可 能 で あ っ た 試 料 に つ い て も 研 究 対 象 と す る こ と が で き る よ う
に な っ た ． 例 え ば ， 海 洋 底 堆 積 物 中 の ご く 微 細 な プ ラ ン ク ト ン の 死 骸 で あ る 有 孔
虫 の 殼 を か き 集 め て １ ４ Ｃ 年 代 測 定 が で き る し ， ４ ～ ６ 万 年 前 の 火 山 噴 出 物 や 堆 積 物 な
どの １ ４ Ｃ 年 代 が 精 度 良 く 出 せる よ う に な って き た ．
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分析計に用いる炭素の量

ア イ ソ ト ー プ 協 会

ガ ス 比 例 計 数 管 法

シ ン チ レ ー シ ョ ン

法

地質調査所

今 回 の シ ン ポ ジ ウ ム で は ， 加 速 器 質 量 分 析 計 を 用 い る こ と で ， 新 た に 測 定 が 可
能 と な っ た 試 料 を 対 象 と す る 研 究 に つ い て ， 現 状 を ま と め ， さ ら に 次 の 研 究 計 画
を 展 望 す る こ と が 主 た る 目 的 で あ る ． 今 回 は 特 に ， 地 質 学 ， 地 理 学 お よ び 古 生 物
学 の 分 野 に 絞 っ て ， 年 代 と 深 く 関 連 す る 研 究 領 域 の 若 手 研 究 者 や ， タ ン デ ト ロ ン
分 析 計 を 利 用 し て 研 究 を 進 め て お ら れ る 方 々 に お 集 ま り 頂 き ， 研 究 発 表 や 討 論 を
お 願 い し た ． 年 末 の 多 忙 な 時 期 に も か か わ ら ず， 大 勢 の 方 に 参 加 い た だ き ， 熱 の
こ も っ た 議 論 が 行 わ れ た ．

シ ン ポ ジ ウ ム の 講 演 プ ロ グ ラ ム を 以 下 に 示 す． ＊ 印 を 付 け た 講 演 に つ い て は ，

講 演 の 内 容 を ま と め て 本 報 告 書 に 寄 稿 い た だ い た ． 今 後 の 研 究 発 展 に 役 立 つ こ と
を 期 待 す る 次 第 で あ る ．
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研 究 発 表 プ ロ グ ラ ム

１ ． 名 古 屋 大 学 タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 の 現 状 - １ ９ ９ ２
名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー

２ タンデトロンによる第四紀後期火山噴出物測年の現状
名古屋大学大学院人間情報学研究科

３。テフロクロノロジーから見た更新世後期の編年の諸問題
駒渾大学大学院研究生

４．海底堆積物中の有孔虫殻によるＡＴテフラの年代決定
東京大学海洋研究所大学院生

５．活断層研究の現状と課題
京都大学理学部地球物理

６．海底活断層の研究
広島大学文学部地理

７．新潟平野の沖積層の年代と堆積過程
名古屋大学文学部地理

８．加速器１４Ｃ年代測定による野尻湖層の編年とその考察
信州大学理学部地質学

９．最終間氷期以降の古環境の復元
兵庫県立人と自然の博物館

１０．第四紀研究において加速器１４Ｃ年代測定に期待されること
富山大学教養部地学

１１．過去６万年間の環境変動史における１４Ｃ編年の焦点
大阪市立大学理学部生物

１２．愛知県大野原湿原の古環境解析
信州大学農学部

１３．昆虫化石を用いた完新世後期における古環境解析
三重大学生物資源学部大学院生

１４．炭素同位体１３Ｃ，１４Ｃを用いた古環境解析
名古屋大学名誉教授
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